
平成29年度小学校新教育課程説明会 体育科

１ 体育科改訂の趣旨
○ 現行学習指導要領の成果と課題

生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現することを重視し、

体育と保健との一層の関連や発達の段階に応じた指導内容の明確化・体系化を図りつつ、

指導と評価の充実を進めてきた。

（成果）運動やスポーツが好きな児童生徒の割合が高まったこと、体力の低下傾向に歯

止めが掛かったこと、『する、みる、支える』のスポーツとの多様な関わりの必要性や公

正、責任、健康・安全等、態度の内容が身に付いていること、子供たちの健康の大切さ

への認識や健康・安全に関する基礎的な内容が身に付いていることなど、一定の成果が

見られる。

（課題）習得した知識や技能を活用して課題解決することや、学習したことを相手に分

かりやすく伝えること等に課題があること、運動する子供とそうでない子供の二極化傾

向が見られること、子供の体力について、低下傾向には歯止めが掛かっているものの、

体力水準が高かった昭和60年ごろと比較すると、依然として低い状況が見られることな

どの指摘がある。また、健康課題を発見し、主体的に課題解決に取り組む学習が不十分

であり、社会の変化に伴う新たな健康課題に対応した教育が必要との指摘がある。

【解説ｐ６】

○ 改訂の基本的な考え方

ア 小学校、中学校及び高等学校を通じて、｢体育科、保健体育科では、これらの課題を

踏まえ、心と体を一体としてとらえ、生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポ

ーツライフを実現する資質・能力を育成することを重視する観点から、運動や健康に

関する課題を発見し、その解決を図る主体的・協働的な学習活動を通して、『知識・技

能』、『思考力・判断力・表現力等』、『学びに向かう力・人間性等』を育成することを

目標として示す。｣としている。

イ ｢体育科、保健体育科における学習過程については、これまでも心と体を一体とし

てとらえ、自己の運動や健康についての課題の解決に向け、積極的・自主的・主体的

に学習することや、仲間と対話し協力して課題を解決する学習等を重視してきた。こ

れらを引き続き重視するとともに、体育科、保健体育科で育成を目指す『知識・技能』、

『思考力・判断力・表現力等』、『学びに向かう力・人間性等』の資質・能力の三つの

柱を確実に身に付けるために、その関係性を重視した学習過程を工夫する必要がある。｣

としている。

ウ ｢体育科、保健体育科の指導内容については、『知識・技能』、『思考力・判断力・表

現力等』、『学びに向かう力・人間性等』の育成を目指す資質・能力の三つの柱に沿っ

て示す｣とするとともに、体育については、｢児童生徒の発達の段階を踏まえて、学習

したことを実生活や実社会に生かし、豊かなスポーツライフを継続することができる

よう、小学校、中学校、高等学校を通じて系統性のある指導ができるように示す必要

がある。｣としており、保健においては、｢健康な生活と疾病の予防、心身の発育・発

達と心の健康、健康と環境、傷害の防止、社会生活と健康等の保健の基礎的な内容に

ついて、小学校、中学校、高等学校を通じて系統性のある指導ができるように示す必

要がある。｣としている。 【解説ｐ６～７】

○ 改善の具体的事項

ア 運動領域においては、｢運動の楽しさや喜びを味わうための基礎的・基本的な『知識

・技能』、『思考力・判断力・表現力等』、『学びに向かう力・人間性等』の育成を重視

する観点から、内容等の改善を図る。また、保健領域との一層の関連を図った内容等

について改善を図る。

(ｱ) 全ての児童が、楽しく、安心して運動に取り組むことができるようにし、その結

果として体力の向上につながる指導等の在り方について改善を図る。その際、特に、

運動が苦手な児童や運動に意欲的でない児童への指導等の在り方について配慮する。

(ｲ) オリンピック・パラリンピックに関する指導の充実については、児童の発達の段



階に応じて、ルールやマナーを遵守することの大切さをはじめ、スポーツの意義や

価値等に触れることができるよう指導等の在り方について改善を図る。｣としている。

イ 保健領域においては、｢身近な生活における健康・安全についての基礎的・基本的な

『知識・技能』、『思考力・判断力・表現力等』、『学びに向かう力・人間性等』の育成

を重視する観点から、内容等の改善を図る。その際、自己の健康の保持増進や回復等

に関する内容を明確化するとともに、『技能』に関連して、心の健康、けがの防止の内

容の改善を図る。また、運動領域との一層の関連を図った内容等について改善を図る。｣

としている。

ウ 体力の向上については、心身ともに成長の著しい時期であることを踏まえ、｢体つく

り運動」の学習を通して、体を動かす楽しさや心地よさを味わい、様々な基本的な体

の動きを身に付けるようにするとともに、健康や体力の状況に応じて体力を高める必

要性を認識できるようにする。また、｢体つくり運動｣以外の運動に関する領域におい

ても、学習した結果としてより一層の体力の向上を図ることができるようにする。

【解説ｐ７～８】

２ 体育科改訂の要点
○ 具体の方針

① 運動領域においては、生涯にわたって運動やスポーツに親しみ、スポーツとの多様

な関わり方を場面に応じて選択し、実践することができるよう、｢知識及び技能｣、｢思

考力、判断力、表現力等｣、｢学びに向かう力、人間性等｣の育成を重視し、目標及び内

容の構造の見直しを図ること。

② ｢カリキュラム・マネジメント｣及び主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

改善を推進する観点から、発達の段階のまとまりを考慮し、各領域で育成することを

目指す具体的な内容の系統性を踏まえた指導内容の一層の充実を図ること。

③ 運動やスポーツとの多様な関わり方を重視する観点から、体力や技能の程度、年齢

や性別及び障害の有無等にかかわらず、運動やスポーツの多様な楽しみ方を共有する

ことができるよう指導内容の充実を図ること。その際、共生の視点を重視して改善を

図ること。

④ 生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現する基礎を培うことを重視し、｢知識及

び技能｣、｢思考力、判断力、表現力等｣、｢学びに向かう力、人間性等｣の内容の一層の

明確化を図ること。

⑤ 保健領域においては、生涯にわたって健康を保持増進する資質・能力を育成するこ

とができるよう、｢知識及び技能｣、｢思考力、判断力、表現力等｣、｢学びに向かう力、

人間性等｣に対応した目標、内容に改善すること。

⑥ 自己の健康の保持増進や回復等に関する内容を明確化し、｢技能｣に関連して心の健

康、けがの防止の内容の改善を図るとともに、運動領域との一層の関連を図った内容

等について改善すること。 【解説ｐ８】

○ 教科の目標について

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向けた学習過程を通

して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポー

ツライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について

理解するとともに、基本的な動きや技能を身に付けるようにする。

(2) 運動や健康についての自己の課題を見付け、その解決に向けて思考し判断するとと

もに、他者に伝える力を養う。

(3) 運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、楽しく明るい生活を

営む態度を養う。 【解説ｐ９、ｐ18】

○ 体育や保健の見方・考え方について

｢体育の見方・考え方｣とは、生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する観点を踏

まえ、｢運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向

上に果たす役割の視点から捉え、自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』

の多様な関わり方と関連付けること｣であると考えられる。小学校においては、運動やス



ポーツが楽しさや喜びを味わうことや体力の向上につながっていることに着目するとと

もに、｢すること｣だけでなく｢みること｣、｢支えること｣、｢知ること｣など、自己の適性

等に応じて、運動やスポーツとの多様な関わり方について考えることを意図している。

｢保健の見方・考え方｣とは、疾病や傷害を防止するとともに、生活の質や生きがいを

重視した健康に関する観点を踏まえ、｢個人及び社会生活における課題や情報を、健康や

安全に関する原則や概念に着目して捉え、疾病等のリスクの軽減や生活の質の向上、健

康を支える環境づくりと関連付けること｣であると考えられる。小学校においては、特に

身近な生活における課題や情報を、保健領域で学習する病気の予防やけがの手当の原則

及び、健康で安全な生活についての概念等に着目して捉え、病気にかかったり、けがを

したりするリスクの軽減や心身の健康の保持増進と関連付けることを意図している。

【解説ｐ19】

○ 内容構成の改善について

（運動領域）

(1)知識及び技能（「体つくり運動系」は知識及び運動）、(2)思考力、判断力、表現力等、

(3)学びに向かう力、人間性等

（保健領域）

(1)知識及び技能、(2)思考力、判断力、表現力等 【解説ｐ10】

○ 内容及び内容の取扱いの改善について

(1)体つくり運動系

低学年については、新たに領域名を｢体つくりの運動遊び｣とし、内容を｢体ほぐしの

運動遊び｣及び｢多様な動きをつくる運動遊び｣で構成。

高学年については、従前どおり領域名を｢体つくり運動｣とし、内容を｢体ほぐしの運

動｣及び｢体の動きを高める運動｣で構成した。

(2)陸上運動系

｢走・跳の運動（遊び）｣及び｢陸上運動｣については、児童の実態に応じて投の運動（遊

び）を加えて指導することができる。

(3)水泳運動系

低学年については、従前どおり領域名を｢水遊び｣とし、内容を｢水の中を移動する運

動遊び｣及び｢もぐる・浮く運動遊び｣で構成。

中学年については、新たに領域名を｢水泳運動｣とし、内容を｢浮いて進む運動｣及び｢も

ぐる・浮く運動｣で構成。

高学年についても、新たに領域名を｢水泳運動｣とし、内容を｢クロール｣、｢平泳ぎ｣及

び｢安全確保につながる運動｣で構成。

(4)ボール運動系

中学年の｢ゴール型ゲーム｣については、味方チームと相手チームが入り交じって得点

を取り合うゲーム及び陣地を取り合うゲームを取り扱うものとする。

高学年のゴール型はバスケットボール及びサッカーを、ネット型はソフトバレーボー

ルを、ベースボール型はソフトボールを主として取り扱うものとするが、これらに替え

てハンドボール、タグラグビー、フラッグフットボールなどア、イ及びウの型に応じた

その他のボール運動を指導することもできる。

(5)オリンピック・パラリンピックに関する指導

オリンピック・パラリンピックに関する指導については、各運動領域の内容との関連

を図り、ルールやマナーを遵守することやフェアなプレイを大切にすることなど、児童

の発達の段階に応じて、運動を通してスポーツの意義や価値等に触れることができるよ

うにする。

(6)保健領域

保健領域については、第３学年・第４学年では、｢健康な生活｣及び｢体の発育・発達｣

の知識と思考力、判断力、表現力等の指導内容を明確にし、内容を構成。また、第５学

年・第６学年では、｢心の健康｣、｢けがの防止｣の知識及び技能、｢病気の予防｣の知識と、

それぞれの思考力、判断力、表現力等の指導内容を明確にし、内容を構成。

なお、運動領域との関連を重視する視点から、｢健康な生活｣、｢体の発育・発達｣、｢病

気の予防｣については、運動に関する内容を充実して示す。 【解説ｐ11～14】



３ 学年の目標及び内容について
○ 目標【第３学年及び第４学年を例に】

(1) 各種の運動の楽しさや喜びに触れ、その行い方及び健康で安全な生活や体の発育

・発達について理解するとともに、基本的な動きや技能を身に付けるようにする。

(2) 自己の運動や身近な生活における健康の課題を見付け、その解決のための方法や

活動を工夫するとともに、考えたことを他者に伝える力を養う。

(3) 各種の運動に進んで取り組み、きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、友達

の考えを認めたり、場や用具の安全に留意したりし、最後まで努力して運動をする

態度を養う。また、健康の大切さに気付き、自己の健康の保持増進に進んで取り組

む態度を養う。 【解説ｐ67】

○ 内容（Ｂ 器械運動を例に）

(1) 知識及び技能

(1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ、その行い方を知るとともに、その技を身に付け

ること。

ア マット運動では、回転系や巧技系の基本的な技をすること。

イ 鉄棒運動では、支持系の基本的な技をすること。

ウ 跳び箱運動では、切り返し系や回転系の基本的な技をすること。

基本的な技とは、類似する技のグループの中で、最も初歩的で易しい技でありながら、

グループの技に共通する技術的課題をもっていて、当該学年で身に付けておきたい技の

ことである。 【解説ｐ79】

ア マット運動

マット運動では、その行い方を知るとともに、自己の能力に適した回転系（前転な

ど）や巧技系（壁倒立など）の基本的な技をすること。また、基本的な技に十分取り

組んだ上で、それらの発展技に取り組んだり、技を繰り返したり組み合わせたりする

こと。

［背中をマットに接して回転する（接転技群）回転系の基本的な前転グループ技の例示］

○ 前転（発展技：開脚前転）

○ 易しい場での開脚前転

［背中をマットに接して回転する（接転技群）回転系の基本的な後転グループ技の例示］

○ 後転（発展技：開脚後転）

○ 開脚後転（発展技：伸膝後転）

［手や足の支えで回転する（ほん転技群）回転系の基本的な倒立回転グループ技の例示］

○ 補助倒立ブリッジ（発展技：倒立ブリッジ）

○ 側方倒立回転（発展技：ロンダート）

［手や足の支えで回転する（ほん転技群）回転系の基本的なはね起きグループ技の例示］

○ 首はね起き（発展技：頭はね起き）

［バランスをとりながら静止する（平均立ち技群）巧技系の基本的な倒立グループ技の例示］

○ 壁倒立（発展技：補助倒立）

○ 頭倒立

◎ 運動が苦手な児童への配慮の例

・ 後転の苦手な児童には、ゆりかごなどの体を揺らす運動遊びや、かえるの逆立ち

などの体を支える運動遊びに取り組んだり、傾斜を利用して回転に勢いをつけて転

がりやすくしたりして、腰を上げたり、体を支えたり、回転の勢いをつけたりする

動きが身に付くようにするなどの配慮をする。

・ 側方倒立回転の苦手な児童には、壁登り逆立ちや支持での川跳びなどの体を支え

たり、逆さまになる運動遊びに取り組んだり、足を勢いよく振り上げるためにゴム

などを活用したり、補助を受けたりして、腰を伸ばした姿勢で回転できる動きが身

に付くようにするなどの配慮をする。

・ 首はね起きの苦手な児童には、壁登り逆立ちや背支持倒立（首倒立）などの逆さ

まで体を支える運動遊びや、ブリッジなどの体を反らす運動遊びに取り組んだり、

腰を上げた仰向け姿勢からはねてブリッジをしたり、段差を利用して起き上がりや



すくしたりして、逆さまで体を支えて体を反らしたり、手でマットを押したり、反

動を利用して起き上がる動きが身に付くようにするなどの配慮をする。

【解説ｐ79～82】

(2) 思考力、判断力、表現力等

(2) 自己の能力に適した課題を見付け、技ができるようになるための活動を工夫する

とともに、考えたことを友達に伝えること。

ア 自己の能力に適した課題を見付け、その課題の解決のための活動を選ぶこと。

・ 上手くできたところやできなかったところを、学習カードや掲示物などの連続図

に目印や色をつけたり，シールを貼ったりして，自己の能力に適した課題を見付け

ること。

・ 学習カードや掲示物などを活用して、自己に適した課題を見付けること。

・ 手の着く位置や着地する位置に目印を置くなどして、技のできばえを視覚的に確

認して、自己に適した課題を見付けること。

・ 手の着く位置や着地する位置、目線が向く場所などに目印をして、技のできばえ

を振り返り、自己の能力に適した課題を解決しやすい練習の場を選ぶこと。

イ 課題の解決のために考えたことを友達に伝えること。

・ つまずいていた技が上手にできた際に、わかったことを言葉で伝えたり、連続図

の絵の横に付箋を貼って文字で示したりして伝えること。

・ 友達の手の着く位置や着地の位置、目線の向く場所に目印を置いて、動きのでき

ばえを友達に伝えること。 【解説ｐ85～86】

(3) 学びに向かう力、人間性等

(3) 運動に進んで取り組み、きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、友達の考え

を認めたり、場や器械・器具の安全に気を付けたりすること。

ア 回転したり、支持したり、逆位になったりするなど、マット運動や鉄棒運動、跳

び箱運動の基本的な技に進んで取り組むこと。

イ マットや跳び箱、踏み切り板などの器械・器具の正しい使い方や試技をする前の

待ち方、技を観察するときのきまりなどを守り、誰とでも仲よく励まし合うこと。

ウ 器械・器具の準備や片付けを、友達と一緒にすること。

エ 互いの動きを見合ったり補助をし合ったりして、技がうまくできたときの動き方

や気付いたことなどを伝え合う際に、友達の考えを認めること。

オ 場の危険物を取り除いたり、器械・器具の安全を確かめたりするとともに、試技

の開始前の安全を確かめること。

◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例

・ 技に繰り返し取り組もうとしない児童には、着地位置に目印を置いて自己評価を

できるようにしたり、ゲーム化した運動遊びにグループで取り組めるようにしたり

するなどの配慮をする。

・ 友達とうまく関わって学習することができない児童には、手や足の位置に目印を

置いたり、回数を数えたりする役割ができるようにするなどの配慮をする。

【解説ｐ86】

４ 移行措置について
平成30年度及び平成31年度の第１学年から第６学年までの体育の指導に当たっては、現行

小学校学習指導要領第２章第９節の規定にかかわらず、その全部又は一部について新小学校

学習指導要領第２章第９節の規定によることができる。 【移行措置規定】


